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2009年度    事 業 報 告 書 

 2009年 1月 1日から 12月 31日まで 

 

特定非営利活動法人 ACE 

１ 事業の実施に関する事項 
 
（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業 内容 実施時期 実施場所 

従事

者の 

人数 

受益対象者の範囲 

および人数 
支出額（円） 

啓発事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．講師派遣 通年 

（29件） 

都内および全国各地 4名 講演、ワークショップ

受講者約 3,100人 

200,360 

２．「しあわせへのチョコレ

ート」プロジェクト 

1月～6月 

10月～12

月 

都内および全国各地 7名 チョコ購入者： 

イベント参加者：150

名 

2,843,509 

３．教材「おいしいチョコレ

ートの真実」販売・普及 

通年 東京都および全国各

地 

3名 教材購入者 170人 632,976 

４．教材貸出 通年 法人事務所 

および全国各地 

2名 貸出 22件 

対象者 約 1,500人 

6,925 

５．チャリティフットサル大

会の開催 

5月 16日 埼玉県 5名 32チーム 

300名参加 

301,157 

６．イベント・キャンペーン

への出展・参加・協力 

通年 

（11回） 

東京都、千葉県、 

宮城県、福岡県 

神奈川県、大阪府 

7名 来場者：約 10万人 1,506,852 

７．事務所訪問・問合せ

対応 

通年 法人事務所 5名 10件 40名来訪 0 

８．ボランティアコーディネ

ート 

年間 

24回 

法人事務所 4名 のべ 229名参加 860 

９．その他 

（執筆・取材対応） 

通年 

 

都内および各地 3名 記事の読者および 

番組視聴者 

0 

政策提言

事業 

１．CSR に関する情報収

集・発信 

通年 法人事務所 

および各地 

3名 カカオ・チョコレート 

関連企業、 

ブログ閲覧者 

36,050 

 

２．CSR に関する講師派

遣・原稿執筆 

 

通年 全国各地 2名 講演参加者、 

執筆記事閲覧者 

0 

 
３．企業に対するCSRコン

サルティング・監査および 

通年 法人事務所 

および各地 

2名 コットン関連企業 0 

 
４．政府への提言活動 通年 法人事務所 

および各地 

1名 講演参加者、 

キャンペーン参加者 

55,000 

 ５．NGOの能力強化 １～3月 法人事務所 3名 関係 NGO 0 

 

６．ワーキングペーパーの

発行（調査・原稿執筆の

み、発行は次年度へ持ち

越し） 

０回 法人事務所 3名 未発行のため、 

適用外 

0 

 
７．大学への講師派遣 ８月、

11-12月 

東京都、 

宮城県 

2名 講義受講者 0 
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事業 内容 実施時期 実施場所 

従事

者の 

人数 

受益対象者の範囲 

および人数 
支出額（円） 

 

8.「安全・安心で持続可能

な未来への社会的責任

に関する円卓会議」への

参加 

4-10月 東京都内 3名 円卓会議に参加した

マルチステークホルダ

ー 

０ 

ネットワー

ク構築・協

働事業 

 

 

１．児童労働ネットワーク 通年 東京都内 3名 ネットワークに参加す

る 23の団体・個人、キ

ャンペーンに賛同す

る 14団体 

10,000 

 

2.NGO-労働組合国際協

働フォーラム 

通年 東京都内 2名 フォーラムに参加する

26団体 

10,000 

3. 教育協力NGOネットワ

ーク（JNNE) 

通年 東京都内 2名 ネットワークに参加す

る 20団体 

5,000 

4.その他ネットワークへの

参加 

通年 東京都内 2名 ネットワークに参加す

るのべ 773団体 

87,000 

国際協力

事業 

 

１．インド「子どもにやさし

い村」プロジェクト支援 

通年 インド  

ラジャスタン州 

4村 

2名 支援地域の 

就学年齢児童 

2,037人 

227,452 

 

２．「スマイル・ガーナ」プ

ロジェクト実施 

2月～ ガーナ 2名 支援地域の 

就学年齢児童 300人 

1,853,940 

 

３．インド・コットン産業に

おけるプロジェクト立案、

準備 

1、8月 インド アンドラ・プラ

デシュ州 

2名 調査対象地の 

就学年齢児童 516人 

426,297 

４．インド・スタディツアー

の実施 

8/28-9/4 インド デリー、ラジャ

スタン州 

3名 参加者 17名 810,803 

 

広報・ファンドレイズ事業 

事業 目標 
実施時期・

回数 
担当者 主な内容 

資金調達 

 

１．マンスリーサポータ

ーの増加 

1月～12月 岩附、山下 ・ クレジットカードによるマンスリーサポーターの申込・決

済システムを導入 

・ マンスリーサポーター募集パンフレットを作成（会員パ

ンフレットと兼用） 

・ マンスリーサポーターキャンペーンを実施 

・ すでに ACE とコンタクトのある関係者へ呼びかけ 

２．寄付の増加 通年 岩附、白木、 

召田 

・ 募金箱の作成、設置 

・ 大口寄付ドナーへの報告を行い、継続的な支援を依

頼 

・ 新たなドナーの開拓のための営業活動の実施 



 3 

事業 目標 
実施時期・

回数 
担当者 主な内容 

３．個人正会員、法人

会員の増加、会員の

継続 

通年 岩附、白木 ・ 活動レポートVol.11～13（4月、7月、11月）を発行し、

会員・支援者への報告を行った 

・ Café ACEを 9回開催し、潜在的支援者を募った 

・ 活動評価会や会員交流イベントを開催し、会員の活

動への理解を促進し、交流を深めた 

・ 企業用入会案内パンフレット、紙フォルダ等を作成す

る予定だったが、2010年度に持ち越した 

・ 会員証、ガイドブック、特典物の作成を予定していた

が、2010年度に持ち越した 

・ 主に法人会員、非営利会員が目標に届かず、予算が

達成できなかった 

４．データベース新シ

ステム導入・運用 

2-3月 

以降通年 

岩附、 

専門調査員 

・ セールスフォースを導入し、既存のデータベースより

データを移行した 

・ セールスフォースを使って、会員・支援者、潜在的支

援者へのフォローアップを行い、支援者継続・獲得に

つなげることができた 

５．資金調達仕組み

研究・開発 

通年 岩附、白木 ・ 企業との連携などの問い合わせに応じ、随時対応した 

・ 新たな仕組みとして、Bag to the Futureキャンペーン

（ブランド品回収キャンペーン）をスタートさせた 

 ６．企業との連携強化 通年 岩附、 

白木 

 

・ 関係構築が出来ている企業との連携を強化 

・ セミナー等に参加し、新たな連携企業を探した 

・ 協賛などを含めて目標を上回る連携を実現した 

広報 １．ウェブの改善 2-3月 岩附、植木、 

白木 

・ 広報のコンサルティング結果を、ウェブのマイナーリニ

ューアルで反映させた 

・ ウェブ広告を活用したサポーターキャンペーンの実施

は見送った 

 ２．ウェブ、オンライン

ショップシステム改善 

4月～7月 岩附、召田、

専門調査員 

・ ウェブのレンタルサーバーとオンラインショップシステ

ムの乗り換えを行った 

・ オンラインショップでの物販システムの見直しを行った 

 ３．メールマガジン配

信システムの改善  

― 岩附、召田 ・ 支援者獲得を見すえたメールマガジンの活用につい

て検討し、新たな配信システムを導入する予定だった

が、2010年に持ち越した 

 ４．広報物の作成、改

善 

4月 召田、各担当

スタッフ 

・ 年次報告書を発行した（7月） 

・ ポストカードを増刷した 

 

２ 組織の運営に関する事項 

 

事業実施を支える組織の運営として以下の活動を行った。 

 

１．総会、理事会、戦

略ミーティングの開催 

毎月 岩附、理事 ・ 総会を開催し、前年度の報告・決算と新年度の方針・予算の承認を

受けた。また理事 1名、監事 1名の増員が承認された。 

・ 臨時総会を 10 月に開催し、事務所移転に伴う定款の変更、また電

子的決済についての２つの議案が承認された。 

・ 理事会をほぼ毎月開催し、ACEの経営を円滑に行った。 

・ 理事・スタッフ一同で 7月に戦略ミーティングを行い、組織全体の方

針の確認、前期の振り返りを行い、後期、その後の計画に反省を

活かした。 

・ 戦略ミーティングにて、ＡＣＥ111（組織ビジョン）を策定した 
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2.評議員の設置、評

議員会の開催 

4月、11月 岩附 ・ 理事会へのアドバイスを行う機能として、新たに評議員会を設置。

10名が評議員となり、評議員会を 2回開催した。 

・ 評議員会や個別の相談により、ＡＣＥ111 の素案への提案、広報・

資金調達、政策提言など各事業に対し評議員からのアドバイスを

適宜いただくことができた。 

３．NGO 専門調査員

の獲得 

  ・ 外務省NGO専門調査員は採用されなかったため、データベースの

新システム導入、ＩＴを活用した資金調達のため専門スタッフを新

規に雇用した 

４．組織アカウンタビリ

ティ強化 

通年 岩附、白木 ・ パソコンソフトの統一、ウィルスソフトの導入を行った（Tech Soup の

助成）  

・ データのバックアップ、ファイリング等の情報管理、IT・内部統制含

めた組織体制の改善に取り組んだ 

・ JANIC のアカウンタビリティ 2008 のセルフチェックは、2010 年に実

施を延期 

５．社会保険加入、そ

の他労務関連 

2月 白木 ・ 常勤スタッフの社会保険加入手続きを行った 

・ 就業規則を最終化した 

・ 給与規定を見直し、新規定を策定した 

・ 裁量労働制の導入の是非を検討し、2010年度から導入を決定した 

・ 職員の労働時間短縮を目的に、日々の業務プロセスの改善を行っ

た 

６．事務所の移転 8月 岩附 ・ スタッフ数が増え、事務所が手狭となったため、10 月の予定を前倒

しして 7月末日に移転。8月 1日より新事務所にて業務を開始した 

・ 移転によって、会議スペースの増加、個人の業務スペースも広くな

った 

７．認定 NPO への申

請 

11-12月 白木、山下 ・ 認定 NPO 法人格取得に向けて、書類を作成し、12 月に上野税務

署に申請した（2010年 2月に訪問審査の予定） 

・ 申請のための書類作成にあたって、JICA のアドバイザー派遣制度

を活用し、公認会計士による専門的なアドバイス、指導を受けるこ

とができた。 
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2009年度 収支決算書 
  2009年 1月 1日から 12月 31日まで 

特定非営利活動法人 ACE

　単位(円)

科目 2008決算案 2008補助 2009予算案 2009補助 達成率 備考
収入の部

１．会費収入 1,690,000 2,318,000 2,064,000 89%

　正会員 936,000 1,020,000 1,104,000 108% 12,000×92口

  子ども・学生正会員 120,000 96,000 80% 6,000×16口

　賛助会員 444,000 378,000 504,000 133% 6,000×84口

　企業賛助会員 500,000 150,000 30% 50,000×3口

　非営利法人賛助会員 310,000 300,000 210,000 70% 30,000×7口

２． .寄附金収入 10,261,377 14,170,000 16,244,451 115%

　一般寄付 7,837,096 9,000,000 7,287,338 81%
タンブラー(49,200円)、エコバッグ(16,800円)、缶バッジ
（68,600円）、Bag to the Futureキャンペーンによる寄
付を含む

　ＣＦＶ寄付 1,227,820 3,300,000 4,472,599 136% 2010年度開始分含む

　Visionサポーター 200,000 200,000 0 0%
　マンスリーサポーター 575,500 1,170,000 1,042,500 89%
　チョコ募金 295,961 500,000 3,358,914 672% てんとう虫チョコからの寄付2,134,500円を含む

　ビハール洪水基金 123,000 14,000
　啓発事業指定 2,000 0
　コットン寄付 69,100 OCハンカチタオルからの寄付

３．事業収入 8,036,446 12,280,980 10,753,201 88%

　啓発事業 5,286,061 8,644,980 7,295,773 84%
　政策提言事業 916,920 1,696,000 773,028 46%
　国際協力事業 839,771 1,550,000 2,089,400 135%
　ネットワーク事業 454,800 390,000 430,000 110%
  10周年事業 538,894 0 0 2008年度まで

　広報ファンドレイズ事業 0 0 165,000 #DIV/0!

４．民間助成金収入 4,304,600 5,400,000 6,019,198 111%

　連合愛のカンパ 1,000,000 1,000,000 1,500,000 150%
　アーユス 1,350,000 1,500,000 1,575,000 105%
　JICS 954,600 0 0
　その他(LUSH) 1,000,000 2,900,000 2,000,000 69%
　セールスフォース 944,198 #DIV/0!

５．委託事業収入 0 3,820,625 3,814,886 100% 外務省委託ＮＧＯ研究会（2008年度支出分含む）

６．その他収入 8,054 8,000 24,061 301%

   利息収入 7,654 8,000 5,584 70%
　　その他 400 0 18,477 #DIV/0!

　　当期収入合計（A) 24,300,477 37,997,605 38,919,797 102%

　　前年度からの繰入金 5,884,818 3,693,627 3,693,627

　　収入合計（B) 30,185,295 41,691,232 42,613,424 102%

支出の部

１．事業費 15,996,492 26,538,469 23,553,140 89%

　啓発事業 5,962,808 7,524,281 7,796,146 104% 人件費3,331,000円、棚卸資産-1,316,876円含む

　政策提言事業 3,281,347 3,902,960 2,734,925 70% 人件費2,579,895円含む

　国際協力 5,747,311 7,842,000 6,952,782 89% 人件費3,604,840円含む

　ネットワーク 705,054 815,000 1,002,870 123% 人件費844,920円含む

　10周年記念事業 299,972 0 0 2008年度まで

　広報・ファンドレイズ事業 6,454,228 5,066,417 78% 人件費3,169,000円含む

２．委託事業支出 1,877,076 1,447,984 1,427,430 99% 外務省委託ＮＧＯ研究会（人件費521,640円含む）

３．管理費 8,618,100 12,364,432 10,231,083 83%

　役員報酬 750,000 510,000 510,000 100%

　給料手当 1,817,250 1,439,200 1,475,860 103%
　家賃 1,529,000 1,509,000 2,604,500 173% セリジェ・メゾン401、丸幸ビル3階

　光熱水費 190,075 200,000 300,353 150%
　什器備品費 667,117 367,840 19,616 5% 本棚等

　修繕費 13,830 20,000 0 0%
　消耗品費 397,352 435,000 478,395 110%

　通信運搬費 1,373,363 1,045,000 735,016 70% 固定電話、国際電話、送料

　印刷製本費 694,786 180,000 201,313 112%
　リース料 264,600 264,600 264,600 100% コピーリース

　租税公課 86,515 100,000 539,116 539% 法人税、都民税

　旅費交通費 491,290 500,000 706,060 141% 常勤スタッフ通勤費、理事、交通費補填

　会費 40,000 0 0 #DIV/0! 2009年度よりすべてネットワーク事業に移動

　支払い手数料 20,232 20,000 92,775 464%
　自動引落し経費 121,376 145,200 148,498 102%
　法定福利費 103,422 1,648,592 872,254 53% 労働保険、社会保険、ボランティア保険

　資金調達活動経費 650 0 0 #DIV/0!
　雑費 31,492 0 13,719 #DIV/0!
　会議費 15,750 310,000 115,556 37% 総会、評議員会、戦略合宿

　研修費 10,000 70,000 25,000 36%
　図書研究費 0 7,225
　事務所移転諸経費 3,450,000 1,097,482 32% 保証金、電気工事は固定資産に算入

　予備費 0 150,000 0 0% 図書購入

　減価償却費 0 23,745 #DIV/0!

　　当期支出合計（C） 26,491,668 40,350,885 35,211,653 87%

　　当期収支差額（A)-（C) -2,191,191 -2,353,280 3,708,144 -158%

　　前年度からの繰入金 5,884,818 3,693,627 3,693,627

　　次期繰越収支差額（B)-（C) 3,693,627 1,340,347 7,401,771 552%

（注記）

２．棚卸資産は、最終仕入原価法により計上しています。

３．有形固定資産は、法人税法の規定に基づき定率法により償却しています。

４．現金のうち、215,981円は外貨であり、期中レートにより換算し、期末日にＴＴＭにより評価しています。

５．消費税は税込経理により処理しています。

2009実績

＜重要な会計方針＞

１．資金の範囲は現預金および短期金銭債権債務ならびに棚卸資産です。
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特定非営利活動法人ACE

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金 225,981

郵便振替 1,014,819

普通預金 4,050,297 5,291,097

２　棚卸資産

棚卸資産 1,316,876 1,316,876

３　その他流動資産

立替金 11,705 11,705

　流　動　資　産　合　計 6,619,678

有形固定資産

　建物附属設備 317,505

投資その他の資産

　保証金 1,200,000

1,517,505

資　　産　　合　　計 8,137,183

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

預り金 265,612

仮受金 6,000

未払法人税等 463,800

　流　動　負　債　合　計 735,412

負　　債　　合　　計 735,412

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 3,693,627

 当期正味財産増減額 3,708,144

 正味財産合計 7,401,771

負債及び正味財産合計 8,137,183

４　固定資産

　固　定　資　産　合　計

平成21年度　会計貸借対照表

平成21年12月31日現在

科 目 金 額
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特定非営利活動法人ＡＣＥ 

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

現金手許有高 10,000

外貨

　ＵＳドル 205,857

　ルピー 1,549

　ガーナセディス 8,324

　ユーロ 251

郵便振替  1,014,819

普通預金　三菱東京UFJ銀行上野中央支店 1,380,882

普通預金　三菱東京UFJ銀行上野支店「会費口座」 863,278

普通預金　三菱東京UFJ銀行上野支店「一般口座」 1,721,730

普通預金　三井住友銀行 84,407

棚卸資産 1,316,876

その他流動資産

立替金 11,705

　流　動　資　産　合　計 6,619,678

有形固定資産

建物付属設備 317,505

投資その他の資産

保証金 1,200,000

1,517,505

資　　産　　合　　計 8,137,183

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

預り金

給与源泉 122,310

社会保険 143,302

仮受金 6,000

未払法人税等 463,800

　流　動　負　債　合　計 735,412

　固　定　負　債　合　計 735,412

負　　債　　合　　計 735,412

正　　味　　財　　産 7,401,771

２　固定資産

　固　定　資　産　合　計

平成21年度　　会計財産目録

　　平成21年12月31日現在

科 目 金 額
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2009年度 役 員 

 

 

理 事 岩附 由香 （代表） 

理 事 小林 裕 （副代表） 

理 事 白木 朋子 （事務局長） 

理 事 餅田 美奈子  

理 事 安永 貴夫  

監 事 大石 貴子  

監 事 奥津 雷三  

 

 

2009年度 評 議 員 

 

 

郷野 晶子   UIゼンセン同盟 国際局局長   

新谷 大輔    (株)三井物産戦略研究所 研究員 

薗田 綾子    株式会社クレアン 代表取締役 

田部 昇    明治学院大学名誉教授   

長坂 寿久  拓殖大学国際学部教授   

中嶋 滋     ILO理事（労働組合代表）   

中野 民夫  株式会社博報堂 CCディレクター 

初岡 晶一郎  姫路獨協大学名誉教授  

堀内 光子    文京学院大学客員教授 

渡邊 智恵子   株式会社アバンティ 代表取締役 

 

 

 


